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関西大学独逸文学会行事記録
（昭和41年10月～42年9月）
○昭和41年11月27日第25回研究発表会
1． 研究発表：
a)｢EdzardSchaperにおける『自由』の意味について」新谷
b)『変換文法について」 内藤
1． 帰朝報告： 見次
出席者31名
× × ×
○昭和42年4月11日ザールブリュッケン大学教授H.Eggers博士講演会
講演題目:,,DerBausubstantivischerSatzglieder0G
出席者68名
× × ×
○昭和42年5月28日昭和42年度総会ならびに第26回研究発表会
1． 研究発表： 「ドイツ・バロック文学における ,Welt@の二面性について」
中川
1． 「独逸文学」12号の合評
1． 帰朝報告： 上村
出席者59名
?????
清三
弘雄
第14号投稿について
400字詰40枚以内，横書きで完全原稿
〔ドイツ文の場合は6000語以内）
ドイツ文500語程度
（本文がドイツ文の場合は， レジュメ不要〕
昭和43年6月30日（論題・予定枚数明示）
昭和43年9月30日〔期限厳守〕
吹田市千里山関大文学部独文研究室内
関西大学独逸文学会
枚 数
レジュメ
??????? ?
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編集後記
r独逸文学」13号をお届けします。本号は，福本教授のいつもながらのご健筆に加
うるに， フンボルト奨学生として在独中の川島助教授の異色あるご報告，ならびに
Tiibingen大学Bollnow教授の貴重な玉稿で紙面を飾ることができました。この最
後のものは，同教授が昭和41年11月本学におけるご講演の折，愛弟子の下程専任講師
に預けてゆかれた未発表の論文の一つです。
さて本号には更に、故高尾国男教授のヘルダーリーンについてのご論孜が加わって
おります。高尾先生は昭和39年3月本学を定年でご退職になりましたが、同年わが学
会がその「独逸文学」10号を高尾教授古稀記念号として上梓したことは、まだ私ども
の記憶に新しいところです。このことは、先生も大層喜んで下さいました。しかると
ころ、先生にはその後図らずも病を得られ、ついに昭和41年5月26日午後4時10分永
眠なさいました。日頃ご指導を受けて先生をお慕いした私どもの、まことに痛恨能わ
ざるところであります。
先生は生前､ドイツ浪漫派ならびにヘルダーリーンにたいして傾倒を示し､論文も既
にいくつか発表してこられましたが、更に彪大な原稿をあとにお残しになりました。
このうち差当って500枚に近いヘルダーリーンのものについては､ご遺族のご意思でも
あり、私ども独逸文学研究室一同相計って、この雑誌に分載してゆくことに致しまし
た。このことは、すでに総会においても諒承ずみのところです。なおこの論文は、原
稿の体裁上特に縦組みとしました。たまたま来る1970年は詩人生誕後v200年に当りま
すので、その年を目標に完結さすべく考えております。今回収載分は全体の一割強に
過ぎず、今後更に三回に分けて載せたのち、いずれ纒めて製本・発刊する予定です。
ただ何分にも未定稿のことではあり、非常に時間と労力とを要する仕事で、その点浄
書に主として当られた山元哲朗氏に心からお礼を申しあげる次第です。
本号の企画・校正等には，関西大学独逸文学科専任教員一同が当りました。
（藤井）
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